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❶へいじろう

入 職 ・ 退 職 講 演 会 
が開催されました

　

令
和
元
年
6
月
26
日

（
水
）
に
入
職
、
そ
し
て
退
職
さ
れ
る
先

生
方
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

消
化
器
内
科
に
田

淵
雅
裕
先
生
、
整
形
外
科
に
小
倉
拓
馬
先
生
、
2
名
の
先
生
方

が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
島
民
の
皆
様
も
心
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
外
科
の
花
園
幸
一
先
生
は
当
院
に
4
年
間
勤
務
さ
れ
、

が
ん
診
療
を
は
じ
め
と
し
、
委
員
会
活
動
等
、
様
々
な
取
組
み
に

ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
村
祐
己
先
生

・
貴
子
先
生
は
、

ご
夫
婦
で
の
勤
務
で
、
内
科

・
整
形
外
科
、
そ
し
て
内
視
鏡
検
査

を
担
当
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

種
子
島
で
の
勤
務
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

新
天
地
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
地
域
医
療
連
携
室 

加
世
田
和
博
）

田淵雅裕先生 （H31.4 ～）

　花園幸一先生 （H27.4 ～ R1.6）

小倉拓馬先生 （H31.4 ～）

　岡村祐己先生 ・ 岡村貴子先生 （H30.5 ～ R1.6）



❷へいじろう

特定行為看護師

がん教育 ～命の授業～ 

　

２
０
２
５
年
頃
よ
り
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
、
在
宅

医
療
の
充
実
を
目
指
し
て
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。
ま
だ
始
ま
っ
て

か
ら
4
年
と
歴
史
は
浅
く
、
初
め
て
耳
に
す
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
た
、
専
門
的
な
知
識
、
技
術
を

必
要
と
す
る
38
の
特
定
行
為
が
あ
り
、
研
修
を
終
え
た
看
護
師

が
そ
の
行
為
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
手
順
書
を
元
に

医
師
が
診
察
し
て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
範
囲
の
症
状

の
患
者
さ
ん
に
対
し
、
看
護
師
が
判
断
を
行
い
点
滴
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
に

タ
イ
ム
リ
ー
な
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

7
月
17
日

（
水
）
古
田
小
学
校
5
、
6
年
生
の
児
童

を
対
象
に
、
「
が
ん
教
育
～
命
の
授
業
～
」
を
行
い
ま
し

た
。
授
業
を
受
け
た
児
童
か
ら
は

「
何
も

（
症
状
が
）

無
く
て
も
検
診
に
行
っ
て
が
ん
を
早
く
発
見
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。
（
Ｋ
君
）
」
「
先
祖
と
命
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で

い
る
の
で
、
そ
の
一
つ
し
か
な
い
命
を
大
切
に
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
（
Ｈ
君
）
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
か
ら
小
中
高
校

生
を
対
象
と
し
た

「
が
ん
教
育
の
出
前
授
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
「
が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
、
誤
解
や
偏
見
を
無
く
し
、
地
域
全
体
で

そ
の
予
防
と
早
期
発
見
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
」
そ

ん
な
思
い
か
ら
、
当
院
で
は
が
ん
教
育
に
も
力
を
入
れ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー

は
平
成
28
年
に
厚
生
労
働
省
か
ら
地
域
が
ん
診
療
病
院

の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
）

 

（
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師 

山
之
内 

信
）

看
護
師
特
定
行
為
と
は

の紹介

特定行為看護師 （循環）

小川 智浩 さん 

特定行為看護師 （栄養・水分管理）

丸野 嘉行さん
　

「
循
環
動
態
に
係
る
薬
剤
投

与
関
連
」
の
研
修
を
終
え
ま
し

た
。
特
に
離
島
は
、
医
師
不
足

や
医
師
の
過
労
働
な
ど
の
現
状

も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
特
定
行
為

看
護
師
の
人
数
は
少
な
い
の
が

現
状
で
す
が
、
患
者
様
が
安
心

し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

援
助
を
し
て
い
き
ま
す
。　

　

「
栄
養
お
よ
び
水
分
管
理
に

係
る
薬
剤
投
与
関
連
」
の
区

分
の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
の
異
常
を
早
期
に
発
見

し
、
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
今

後
も
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

がん化学療法看護認定看護師

　山之内 信 さん 



❸へいじろう

認定理学療法士
　

日
本
理
学
療
法
士
協
会
が
定
め
る
制
度
で
、
脳
卒
中
や
運

動
器
な
ど
の
7
分
野
23
領
域
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認

定
領
域
に
お
い
て
、
理
学
療
法
技
術
と
知
識
を
有
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
者
を
認
定
理
学
療
法
士
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
専
門
的
な
臨
床
能
力
を
備
え
、

社
会

・
職
能
面
に
お
け
る
理
学
療
法
の
技
術
や
ス
キ
ル
を
有

す
る
理
学
療
法
士
を
言
い
ま
す
。
総
会
員
数
が
約1

1

万
人

い
る
理
学
療
法
士
の
中
で
5
千
人
程
の
取
得
者
が
い
ま
す
。

　

当
院
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
、

脳
卒
中
な
ど
の
脳
血
管
障
害
を
呈
し
た
患
者
様
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
患
者
様
に
対
し
て
、

よ
り
専
門
的
な
治
療
が
必
要
と
感
じ
、
脳
卒
中
に
お
け
る

知
識
と
技
術
を
よ
り
勉
強
し
よ
う
と
思
い
、
取
得
に
至
り

ま
し
た
。
ま
た
、
当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
で
は
促
通

反
復
療
法
の
研
修
も
行
っ
て
お
り
、
最
新
の
治
療
ア
プ
ロ
ー

チ
を
勉
強
し
て
い
る
こ
と
も
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
認
定
理
学
療
法
士
と
し
て
、
自
己
研
鑽
を
勤
め
、

島
民
の
方
々
に
専
門
的
な
治
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新入職員紹介

3 階西病棟看護助手の橋
はしぐち

口 りつ子です。
出身地：姫路市
趣味・特技：手芸、料理
姫路で 11年間介護職にたずさわり、病院での
勤務は初めてですが、皆さん優しく教えて下さ
り感謝しております。これからもよろしくお願
い致します。

外来看護師の香
か と り

取 遥
はるか
です。

出身地：北海道
趣味・特技：スノーボード、サーフィン
離島の急性期医療を学びながら、成長で
きるよう精一杯頑張りますので、ご指導
よろしくお願いします。サーフィンも初
心者なのですが楽しみたいので、お誘い
よろしくお願いします。

認定理学療法士 （脳卒中）

山口純平さん 

の紹介

認
定
理
学
療
法
士
と
は

取
得
の
き
っ
か
け
は

２階病棟看護師の吉
よしおか

岡 幸
ゆ き み

美です。
出身地：兵庫県
趣味・特技：海 !!!
応援ナースとして来ました。わからな
いことばかりで、ご迷惑おかけします
が、よろしくお願いします。

放射線技師の日
ひ だ か

高 みなみです。
出身地：種子島
趣味・特技：音楽鑑賞
一生懸命がんばります。よろしくお願い
します。

消化器外科医師の出
で さ き

先 亮
りょうすけ

介です。
出身地：宮崎県
がんばります！！よろしくお願いします。



❹へいじろう

リ
ハ
ビ
リ
の
内
容

訪
問
日
時
・
訪
問
範
囲

利
用
ま
で
の
流
れ

連
絡
先

野
の
花　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

電
話
：
０
９
９
７
‐
２
２
‐
２
８
８
０

責
任
者
：
榎
本 

親
子

小児訪問リハビリテーションの紹介

“ 七 夕 訪 問 ”

当
法
人
の
野
の
花 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
今
年
度
か
ら
小

児
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
し
て
4
名

（
令
和
元
年
7
月
時
点
）

の
子
ど
も
に
対
し
て
自
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
発
達
訓
練
（
粗
大
運
動
・
日
常
生
活
訓
練
・
環
境
調
整
）

・
ご
家
族
へ
の
関
わ
り
方
、
介
助
方
法
の
仕
方
の
助
言

・
保
育
園
、
幼
稚
園
、
療
育
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
な
ど
な
ど
…

そ
れ
ぞ
れ
の
お
子
さ
ん
に
合
っ
た
療
育
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
！

・
月
曜
～
土
曜
。
9
時
～
17
時

・
訪
問
1
回
に
つ
き
30
分
～
1
時
間

・
島
内
全
域

家
族

・
主
治
医
か
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
依
頼

・
相
談

ま
た
は

「
野
の
花
」
へ
直
接
相
談

本
人
と
家
族
が
受
診
時
に
主
治
医
に
訪
問
看
護
指
示
書
を
依
頼

サ
ー
ビ
ス
提
供
内
容

・
契
約
書
な
ど
の
説
明

日
程
調
整
行
い
、
訪
問
開
始

(

野
の
花 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

作
業
療
法
士 

當
房
紀
人
）

　

令
和
元
年
7
月
5
日(

金)

に
、
明
朗
幼
稚
園
の
園
児

の
皆
さ
ん
が
、
手
作
り
の
七
夕
飾
り
を
持
っ
て
来
て
く
れ

ま
し
た
。
七
夕
様
の
歌
と
踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
可
愛
い
歌
声
に
合
わ
せ
、
患
者
様
や
ス
タ
ッ
フ
が
手

拍
子
を
行
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。           　
　
　

  

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室 

金
森
夏
翠)

また来年も待ってるよ

明朗幼稚園より



❺へいじろう

姫野ナル テニス教室
が開催されました

　

令
和
元
年
7
月
20
日

（
土
）
～
7
月
21
日

（
日
）
に
中
種
子

町
で
姫
野
ナ
ル
、
テ
ニ
ス
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
姫
野
ナ
ル

さ
ん
は
、
平
成
31
年
4
月
入
職
の
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
所
属

の
テ
ニ
ス
選
手
で
す
。

　

先
日
は
姫
野
ナ
ル 

テ
ニ
ス
教
室
に
ご
協
力
い
た
だ
き
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
“
大
好
き
な
テ
ニ
ス
で
大
好
き
な

人
達
を
笑
顔
に
し
た
い
”
と
い
う
私
の
夢
へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま

し
た
。
テ
ニ
ス
を
通
し
て
私
が
で
き
る
こ
と
、
し
た
い
こ
と
、
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
大
き
な
舞
台

で
よ
り
多
く
勝
ち
頂
点
に
立
つ
こ
と
が
私
の
一
番
の
仕
事
で
あ

り
使
命
で
す
。
し
か
し
、
根
本
に
あ
る

“
テ
ニ
ス
が
大
好
き
だ
”

と
い
う
気
持
ち
を
、
そ
し
て
、
そ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
の
も
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
役
目
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
初
回
に
も
関
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
参
加
者
の
皆
様
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
方
々
の

笑
顔
を
見
て
私
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
種
子
島
の
素
晴
ら
し

い
自
然
と
施
設
の
中
で
テ
ニ
ス
が
で
き
、
練
習
や
試
合
で
は
で
き
な
い
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
っ
と
他
の
選
手
に
は
な
い

体
験
だ
と
思
い
ま
す
。

　

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
一
職
員
と
し
て
、
こ
の
教
室
の
講
師
と
い
う

形
で
携
わ
れ
た
こ
と
は
大
変
光
栄
で
し
た
。
8
月
に
入
る
と
千
葉

・
宮

城

・
山
口
と
大
会
が
続
き
、
9
月
か
ら
は
ア
ジ
ア
へ
幅
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。
吉
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆ 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

☆

平
成
13
年
3
月
5
日
生
ま
れ
。

野
間
小
学
校

・
中
種
子
中
学
校

・
兵
庫
県
相
生
学
院

（
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
団
体
２
連
覇
）
・
種
子
島
医

療
セ
ン
タ
ー
所
属
（
藤
沢
オ
ー
プ
ン
２
０
１
９
ベ
ス
ト
４
・

千
葉
オ
ー
プ
ン
優
勝
）
今
後
は
ア
ジ
ア
ツ
ア
ー
参
戦
、

秋
に
は
プ
ロ
転
向
予
定
。

姫
野
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

種子島医療センター

テニス部も活動しています

興味にある方は

声をかけて下さい



❻へいじろう

外来担当医表 令和元年 8 月 1 日現在

専門外来日程表
令和元年 8 月 1 日現在

午前の受付時間 ⇒ 11 時 30 分まで。　　午後の受付時間 ⇒ 16 時まで。

手術等により診療時間や担当医師に変更の場合がありますのでご了承下さい。

医師不在にて、休診となる場合がありますのでご了承下さい。

医師異動の場合がありますのでご了承下さい。

診療日に変更がある場合もございますので、詳細は受付までお問い合わせ下さい。

診療科 診療日 受診方法 医師派遣元

泌尿器科
毎週 月 予約なしでも可

鹿児島大学病院
第１・３ 火（午前） 要予約

耳鼻咽喉科 毎週 火 /水 予約なしでも可 鹿児島大学病院

皮膚科 毎週
水

予約なしでも可
金（午前）/土 鹿児島大学病院

腎臓内科 毎週 木 要予約 種子島医療センター

消化器内科 毎週
火 /木

要予約 種子島医療センター
（午前）

呼吸器内科 毎週 水 /土 要予約 鹿児島大学病院

糖尿病内科
第１・３ 月

要予約 鹿児島大学病院
第２・４ 水 /木

神経内科 毎週 火 要予約 鹿児島大学病院

血液内科 月に２日 土（不定期） 要予約 いづろ今村病院

心療内科
第１・３ 金 /土

要予約 鹿児島大学病院
第２・４ 土

循環器内科
（ペースメーカー）

第３ 土（不定期） 要予約 鹿児島医療センター

肝臓内科 第１～４ 土 要予約 鹿児島大学病院

禁煙外来 毎週 月（午後） 要予約 種子島医療センター

小児発達外来 毎週 水（午前） 要予約 種子島医療センター

診療科 診察時間 月 火 水 木 金 土

内科

9:00～12：30 島田／松本 髙尾院長／島田
髙尾院長

島田／窪薗

髙尾院長

窪薗／松本
島田／内村

松本（予約のみ）
会長／島田

14：00～17：00 田上理事長／島田 田上理事長／島田 島田／窪薗 窪薗／松本 島田／内村 島田

循環器内科 9:00～12：30
田上理事長

鹿児島大学より
田上理事長 中央病院より

※予約のみ※

中央病院より

田上理事長

鹿児島大学より

外科
9:00～12：30 濵之上 手術 濵之上／出先 濵之上 出先

濵之上／出先／大迫

（隔週交代）

午後は手術により休診になることがあります。事前に受付へご確認下さい。

整形外科

（要予約）

9:00～12：30 高橋／小倉
高橋または小倉

鹿児島赤十字病院より

鹿児島大学より

高橋／小倉 高橋／小倉

要確認 手術 鹿児島赤十字病院より 手術 手術

脳神経外科
9:00～12：30

鹿児島大学より 鹿児島大学より
鹿児島大学より

（受付 15 時まで）
休診

鹿児島大学より （土曜日は、予約のみ）

鹿児島市立病院より（土・日）14:00～17：00

眼科
9:00～12：30

田上純真
田上純真

田上純真
田上純真 田上純真

田上純真

（コンタクト外来）

14：00～17：00 手術 手術 手術

小児科
9:00～12：30 岩元／中村／長濵 岩元／中村／長濵 岩元／中村／長濵 岩元／中村／長濵 岩元／中村／長濵 岩元／中村／長濵

14：00～17：00 上記３名の医師の中から、２名の医師が診療を行います。月に２日代診日（土曜日）があります。



　

よ
う
や
く
梅
雨
が
明
け
、
夏
本
番
と
な
り
連

日
猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
▼
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構(

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ)

は
7
月
11
日
に
探
査

機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
へ

の
２
回
目
の
着
陸
に
成
功
し
た
と
報
告
し
ま
し

た
。
ま
た
、
９
月
11
日
に
は
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か

ら
「
こ
う
の
と
り
」
８
号
機
を
搭
載
し
た
Ｈ
２

-

Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
▼
広
報
誌
へ
い
じ
ろ
う
も
記
念
す
べ
き

５
０
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
▼
ま
す
ま
す
暑
い
夏
が
続
き

ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
は
十
分
に
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

　
　

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室　

金
森
夏
翠
）

～
編
集
部
よ
り
～

社会医療法人義順顕彰会

 　種子島医療センター
理事長　田上寛容
病院長　髙尾尊身

〒８９１－３１０１
鹿児島県西之表市西之表７４６３
TEL （代） ０９９７－２２－０９６０
FAX （代） ０９９７－２２－１３１３

E-mai l ;master@tanegashima-mc. jp
HP;http ://www.tanegashima-mc. jp/

種子島医療センター　理念

島民の皆様に愛され
　 信頼される病院

私たちは、 思いやりの心と
技術を研鑽する真摯な姿勢で

豊かな地域医療の向上に努めます。  

　

へ
い
じ
ろ
う
で
は
、
記
事
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
載
せ
て
欲
し
い
と
い
う
原
稿
や
、

書
い
て
ほ
し
い
記
事
の
要
望
な
ど
、
何
で
も

結
構
で
す
の
で
、
編
集
部
員
ま
で
御
一
報
く

だ
さ
い
。

《
編
集
部
員
》

金
森 

夏
翠
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）

井
元 

彩
奈
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）

加
世
田
和
博
（
地
域
医
療
連
携
室
）

坂
口 
健
（
地
域
医
療
連
携
室
）

へ
い
じ
ろ
う
記
事
募
集
の
お
知
ら
せ

 

種
子
島
で
は
飛
魚
の
こ
と
を
「
と
っ
ぴ
ー
」

と
呼
び
、
そ
の
小
型
の
も
の
は
「
へ
い
じ
ろ
う
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

 

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
報
「
飛
魚
」

を
年
１
回
発
刊
し
、
院
外
広
報
誌
「
へ
い
じ

ろ
う
」
を
年
４
回
発
刊
し
て
い
ま
す
。

誌
名
「
へ
い
じ
ろ
う
」 

の
由
来

❼へいじろう

短 

歌 

の 

紹 

介

作 

品 

の 

紹 
介

　

患
者
様
か
ら
頂
い
た
、
素
敵
な
短
歌
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

◇
が
ん
ば
れ
よ
と　

は
げ
ま
す
心
は　

や
す
け
れ
ど

　

 

我
が
身
と
あ
れ
ば　

痛
み
な
お
増
す

◇
骨
折
に　

入
院
せ
し
も　

人
生
に　

　

一
期
一
会
の　

で
あ
い
あ
り
き

◇
運
命
と
は　

か
こ
く
な
も
の
よ　

ま
た
し
て
も

　

大
腿
骨
骨
折　

入
院
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
笠
山 

エ
チ
子
さ
ま

　

こ
の
作
品
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
毎
週
火
・
木
・

日
に
行
わ
れ
て
い
る
院
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
き
ら
き
ら
」
の
中
で
、

患
者
様
が
作
ら
れ
た
作
品
で
す
。
「
き
ら
き
ら
」
で
は
、
認
知
機
能

面
の
維
持
、
簡
単
な
運
動
、
お
楽
し
み
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室 

井
元
彩
奈)永濱　フサ子様　作

( 手さげ、 巾着、 暖簾 )


